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葭
ケ
原
を
奥
へ
進
む
と
す

ぐ
、
八
幡
川
と
横
川
川
の
出
合

が
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
が

架
か
る
。
戦
後
、
水
梨
川
の
橋
を

出
合
橋
と
し
た
た
め
か
、
現
地

に
も
文
献
に
も
橋
名
の
記
載
は

な
い
。
通
常
は
支
流
名
か
ら
採

る
が
、
本
流
が
出
合
で
柴
木
川

と
な
り
、
か
つ
八
幡
川
で
あ
る

１ 

 

さ
ん
け
ん
は
二
〇
一
八
年

度
、
活
動
期
間
の
認
定
要
件
を

満
た
し
、
六
月
に
特
例
認
定
申

請
を
県
へ
提
出
し
た
。
八
月
に

書
類
修
正
が
整
い
、
十
二
月
に

二
回
の
現
地
調
査
が
あ
り
、
県

環
境
県
民
局
の
職
員
延
べ
七
人

が
、
さ
ん
け
ん
の
事
務
所
で
組

織
運
営
と
会
計
を
検
査
し
た
。 

 

職
員
は
総
会
や
理
事
会
の
議

事
録
な
ど
を
調
べ
、
定
款
通
り

に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
確

認
。
委
託
事
業
の
契
約
書
保
存

や
報
告
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
領

収
書
と
勘
定
元
帳
を
照
合
し
て 

◆
特
例
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
制
度 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
寄
付
を
促

し
、
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

税
制
優
遇
制
度
。
対
象
は
設
立

五
年
以
内
の
法
人
。
組
織
・
事
業

運
営
が
健
全
で
、
将
来
に
わ
た

り
活
動
の
公
益
性
が
認
め
ら
れ

た
場
合
に
三
年
間
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
認
め
ら
れ
る
。 

    

の
で
、
仮
に
八
幡
出
合
橋
と
し

て
お
く
。 

   

橋
を
渡
り
、
道
が
分
岐
す
る

辺
り
の
川
側
の
木
に
河
鹿
屋
敷

と
書
か
れ
た
札
が
あ
る
。
石
を

敷
き
詰
め
た
よ
う
な
川
床
、
清

流
・
横
川
川
が
鏡
の
よ
う
に
流

１
０ 

 

不
適
切
な
処
理
が
な
い
か
綿
密

に
調
べ
た
。
給
与
規
定
や
寄
付
者

名
簿
作
成
の
指
導
が
あ
っ
た
。 

認
定
期
間
は
三
年
、
継
続
認
定

の
た
め
に
は
支
援
者
の
百
人
達

成
や
さ
ら
な
る
組
織
強
化
、
健
全

運
営
が
求
め
ら
れ
る
。
本
宮
宏
美

事
務
局
長
は
「
さ
ん
け
ん
の
レ
ベ

ル
を
認
定
基
準
に
置
き
、
次
世
代

へ
引
継
げ
る
組
織
に
し
た
い
」

と
、
認
定
取
得
の
意
義
を
語
る
。 

                 

れ
る
穏
や
か
な
場
所
で
あ
る
。 

 

河
鹿
屋
敷
は
熊
南
峰
を
は
じ

め
、
戦
後
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
一

度
も
登
場
し
て
い
な
い
。
地
元
民

に
よ
る
と
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た

建
物
が
昔
あ
っ
た
の
が
由
来
ら

し
い
が
、
楓
林
館
や
羽
田
山
荘
の

よ
う
に
開
発
期
以
降
に
存
在
し

た
も
の
で
は
な
く
、
口
伝
さ
れ
た 

    

県
立
加
計
高
校
生
七
人
と
山

崎
歩
美
教
諭
、
さ
ん
け
ん
の
本
宮

宏
美
事
務
局
長
が
二
月
七
日
、
昨

年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
被
災

し
た
安
芸
郡
坂
町
の
小
屋
浦
小

学
校
が
出
場
す
る
郡
サ
ッ
カ
ー

大
会
の
応
援
に
駆
け
付
け
た
。 

 

高
校
生
の
手
づ
く
り
お
も
ち

１ 

 
 
 
 
 
 

昨
年
十
二
月
、
三

段
峡
な
ど
全
国
三

カ
所
で
開
か
れ
た

「
地
域
の
環
境
課

題
解
決
に
向
け
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
人
材
育

成
事
業
」
の
報
告

会

が

二
月

十

七

日
、
研
修
生
ら
約

六
十
人
が
参
加
し

て
東
京
で
開
か
れ

た
＝
写
真
。 

 
 
 
 
 
 

 

   

一
種
の
伝
説
ら
し
い
。
だ
と
す
る

と
南
峰
や
斎
藤
露
翠
ら
が
何
も

記
し
て
い
な
い
の
は
、
解
せ
な
い

話
で
は
あ
る
の
だ
が
。 

   

開
発
期
に
設
定
さ
れ
た
景
勝

は
絶
壁
、
岩
峰
、
巨
石
、
滝
、
奔

流
、
深
淵
な
ど
で
、
と
き
に
異
界 

    
 

             

報
告
会
で
は
研
修
生
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
専
門
家

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
課
題
に
つ

い
て
認
識
を
深
め
た
。 

 

三
段
峡
チ
ー
ム
の
代
表
に
選

ば
れ
た
精
密
機
器
関
連
企
業
の

冨
田
隆
博
さ
ん
は
、
研
修
内
容

を
基
に
企
画
し
た
、
自
社
で
の

新
し
い
取
り
組
み
を
発
表
し

た
。
本
宮
炎
理
事
長
は
研
修
受

け
入
れ
ま
で
の
経
緯
と
さ
ん
け 

    

の
伝
説
を
伴
う
。
美
し
さ
だ
け

で
な
く
、
恐
怖
心
を
喚
起
す
る

要
素
が
多
い
。
人
は
自
然
を
恐

れ
て
い
た
。
河
鹿
屋
敷
の
美
し

い
景
観
は
、
景
勝
と
な
り
え
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
札
を
架
け

た
の
は
誰
か
不
明
だ
が
、
後
世

に
残
し
た
い
、
不
思
議
で
可
愛

い
名
前
だ
。 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

   

ゃ
を
被
災
地
へ
届
け
る
活
動
で
、

さ
ん
け
ん
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
。 

 

昨
夏
の
支
援
イ
ベ
ン
ト
で
交

流
し
た
子
供
達
は
高
校
生
を
覚

え
て
い
て
、
昼
休
憩
に
は
サ
ッ
カ

ー
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
歓
声

上
げ
楽
し
ん
だ
。 

 

高
校
生
は
「
自
分
の
得
意
な
技 

 

ん
の
活
動
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
組
み

込
む
考
え
方
を
述
べ
た
。 

 

冨
田
さ
ん
は
発
表
の
中
で
「
さ

ん
け
ん
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い

が
私
を
変
え
た
。
鎌
倉
と
安
芸
太

田
は
離
れ
て
い
る
が
、
協
働
で
課

題
の
解
決
に
あ
た
る
マ
ル
チ
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
築
こ
う
」
と
、
さ
ん
け

ん
へ
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。 

        

で
子
供
達
を
元
気
に
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
笑
顔
だ
っ
た
。
さ
ん

け
ん
は
今
後
、
小
屋
浦
地
区
と
交

流
し
、
支
援
を
続
け
る
。 

   

自
然
体
験
で
の
安
全
管
理
の

ス
キ
ル
を
学
び
、
現
場
責
任
者
を

養
成
す
る
講
座
が
二
月
十
三
日
、

十
四
日
の
両
日
、
広
島
市
で
開
か

れ
た
。
さ
ん
け
ん
か
ら
小
林
久
哉

副
理
事
長
と
本
宮
宏
美
事
務
局

長
が
受
講
し
た
。
自
然
体
験
活
動

推
進
協
議
会
の
主
催
。 

 

三
段
峡
の
散
策
や
ツ
ア
ー
の

企
画
、
誘
致
な
ど
で
欠
か
せ
な
い

技
術
で
あ
る
。「
使
い
や
す
い
安

全
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
の
作
り
替
え
、

活
動
ご
と
の
綿
密
な
情
報
共
有

に
取
り
組
み
た
い
」
と
小
林
副
理

事
長
は
話
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

暖
冬
の
今
年
は
二
月
末
に

確
認
で
き
た
。
芽
吹
く
春

は
ま
だ
先
で
も
三
段
峡

は
、
自
然
と
の
出
会
い
を

用
意
し
て
い
る
。 

 
 

多くの人の努力 実感  
木原 大輔さん 

  

中国電力の地域共創本部環

境計画グループに所属し、地球

温暖化防止などに取り組んで

いる。昨年 12 月、三段峡ホテ 

ルなどで開かれた環境省の人材育成事業、ＳＤ

Ｇｓ（持続可能な開発目標）ローカルアカデミ

ーに参加した。 

いつかは観光で訪れてみたいと思っていた。

受講して「多くの人の努力と想いが渓谷に詰め

込まれているのだと感じた」と話す。三段峡の

自然資源の魅力や価値を発信し、これからの世

代へ豊かな自然を残せるよう「循環」を意識し

たアクションを起こそうと考えている。（炎） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

⑲ 

河
鹿
屋
敷
（
か
じ
か
や
し
き
） 

■
景
勝
に
は
な
り
得
ず 

■
石
の
川
床 

清
流
は
鏡 

「
昔
建
物
が
あ
っ
た
」
口
伝
の
伝
説
か 

   

▼
春
告
げ
る 

さ
ん
け
ん
新
聞 

雪
割
草
が
峡
内
で
い
の

一
番
に
春
を
告
げ
る
。
冬

で
も
緑
の
葉
を
維
持
し
、

１
０ 

 

一口メモ 

消
え
残
っ
た
雪
の
間
か
ら

花
を
咲
か
せ
る
。 

 

例
年
な
ら
三
月
末
、
残

雪
を
踏
み
な
が
ら
入
峡
し

な
い
と
見
ら
れ
な
い
が
、 

    

特例認定ＮＰＯ法人を取得 

 さんけんは 2月 7日、広島県から税制上の優遇を受けられる特例認

定ＮＰＯ法人に認定された。組織運営や会計の検査を受け、給与規定

制定などの指導があった。設立当初から認定を目指し、寄付集めや事

務局機能の向上に努めた成果である。認定は県内では 12番目。 

 

 

加
計
高
校
生
七
人 

小
屋
浦
小
を
応
援 

自
然
体
験
安
全
管
理
講
座 

 

散
策
・
ツ
ア
ー
に
活
用 

ＳＤＧｓ人材育成事業報告会 

研修生 社内の新企画発表 

顔
な
じ
み 

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
歓
声 

事務局機能向上の成果 税制優遇 

手づくりの横断幕を手
に応援する加計高校生 

https://sanken-/

